
 

 

４年生   実践事例    

県の広がり「県の交通の様子」 

 

指導目標 ◎自分たちの住む県の様子に関心をもち、意欲的に調べるとともに、その特徴やよさ

を考えようとしている。 

◎自分たちの住む県や市町村の位置、県の様子について学習問題や予想、学習計画を

考え表現するとともに、地形や交通網の様子、主な都市の位置の相互の関連やそれ

らと人々の生活とのかかわり、県の特色やよさを考えて、適切に表現している。 

◎47 都道府県の名称や位置、自分たちの県や市町村の地理的位置、県の地形や交通

網の様子、主な都市の位置について、これまで学習してきたことや地図、その他の

資料を活用して新たに調べたことを整理してまとめている。 

◎47 都道府県の名称や位置、自分たちの県や市町村の地理的位置、県の地形や交通

網の様子、主な都市の位置を理解している。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

県内を通る主な道路や鉄道などの交通網を地図に示すことで、鉄道の大切さについて

考えるとともに、地形や市街地の分布と鉄道を関連付け、鉄道が人々の生活を支えて

いることを理解することができる。 

対象学年 ４年生   

対応教科 社会科 

標準校時 ８コマ   

学習構成  

１．鉄道の大切さや問題点を考える 

２．鉄道の敷設図と市街地を関連付けて考える 

３．県の鉄道はどのように広がっているんだろう 

・公共交通が環境に優しい乗り物だということを理解し、利用者数の変

化や利用者層のグラフ等から、公共交通の問題点について考える。 

・鉄道の敷設図と市街地の地図を見ながら、駅が市街地や市街地の近く

に多く存在することや鉄道が市街地を結んでいることを確認する。 

・市街地図と駅が書かれた地図を見ながら、線路が走っているところを

予想する（ワークシートに書き込む）。 

・人が多く住んでいるところには鉄道が集まっていることに気づく。 

・鉄道は県内の市町村をつなぐことで、鉄道が町と町、人と人をつない

でいることを確認する。 

 

４．学習の振り返り 

・学習の振り返りをする。 
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■本時で活用する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：富山市のりもの語り教育 




